
  

 

 

 

 

確かな安全の上に築く、子供たちの健やかな成長 

副校長 中村 歩 
暦の上では文月を迎え、校庭の木々の緑も一段と濃くなってまいりました。保護者の皆様、地域の皆様に

は、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、心より御礼申し上げます。早いもので、４月に

スタートした今年度の１学期も、いよいよ締めくくりの月を迎えました。新しい学年や学級にもすっかりな

じみ、子供たちが生き生きと活動する姿に、大きな成長を感じる毎日です。 

 さて、現在、世界中がサッカーワールドカップの熱戦に沸いています。テレビの画面を通して、強豪チー

ムに果敢に挑む日本代表の姿は、私たちに大きな感動を与えてくれています。互いに声を掛け合い、最後ま

で諦めずにボールを追い続ける選手たちの姿は、子供たちにとって素晴らしいお手本です。教室や校庭でも、

そんな選手たちの活躍に刺激を受けた子供たちの声が聞こえてきます。ぜひ、この前向きなエネルギーを、

１学期のまとめに向けた日々の学校生活にも生かしてほしいと願っています。学習や係活動、あるいは友達

との関わり合いにおいて、それぞれの目標に向かって粘り強く取り組めるよう、教職員一同、一人一人の歩

みをしっかりと支えてまいります。 

 季節の移ろいとともに、校庭には子供たちの歓声が響き渡る水泳指導の季節がやってまいりました。特に、

小学校で初めてのプール学習を迎えた１年生の様子は、微笑ましくもあり、頼もしくもあります。大きなプ

ールを前に、最初は少し緊張した表情で行儀よく並んでいた子供たちでしたが、一歩水に入ると、その冷た

さと心地よさに目を輝かせていました。「冷たくて気持ちいい！」「もっと水の中を歩いてみたい！」と、

元気いっぱいの歓声が校庭に響き渡っています。水への恐怖心をなくし、親しみをもちながらも、一歩間違

えれば大きな事故につながるのが水泳指導です。けがや事故のないよう、バディや体調の確認など、安全管

理を最優先に指導にあたってまいります。 

 一方で、先日、他区の学校において発生した発火事案の報道に、保護者の皆様も心を痛め、御心配されて

いることと存じます。子供たちの命を預かる本校といたしましても他人事ではなく、重く受け止めておりま

す。事案発生を受け、本校では直ちに全教職員による校内の緊急安全点検を実施し、死角となる場所や危険

物の有無を徹底的に確認いたしました。さらに、管轄の消防署の協力を仰ぎ、専門的な知見から校内全域の

合同点検を行うとともに、万が一の事態に備え、救助袋・避難器具の設置位置の再確認及び教職員による実

際の展開・操作講習会を実施する予定です。また、これまでの避難訓練のあり方についても、現在大幅な見

直しを進めています。「いつ、どこで不測の事態が起きても、子供たちが自ら判断し、命を守る行動をとれ

るか」という視点に立ち、より実践的で実効性の高い避難訓練へと内容を見直しております。今後も、子供

たちが安心して学校生活を送れる環境づくりや危機管理体制の強化に努めてまいります。 

 気がつけば、子供たちが楽しみにしている夏休みも目の前です。１学期に身につけた力を充実した夏休み

へとつなげるためにも、まずは残りの期間、規則正しい生活を心がけ、熱中症対策など体調管理に十分留意

して過ごしてほしいと思います。御家庭におかれましても、登下校の安全や放課後の過ごし方について、引

き続き温かいお声掛けをお願いいたします。子供たち全員が、安全に、そして、笑顔で元気に夏休みを迎え

られるよう、１学期の最終日まで教職員一丸となって取り組んでまいります。今後とも変わらぬ御支援をよ

ろしくお願い申し上げます。 
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校長 松田 正昭    


